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学 位 論 文 題 名 
Origin of Intraseasoanl Variability in the Eastern Equatorial Indian Ocean:  

Intrinsic Variability, and Local and Remote Wind-Stress Forcings 

(赤道東インド洋の季節内変動の起源：内在的変動，遠方および局所的な風応力強制） 

 
博士学位論文審査等の結果について（報告） 

季節内変動とは，おおよそ20日から90日程度の周期帯の変動であり，海洋の季節内変動

は，大気に影響を及ぼす可能性があるとともに，海洋中の生態系変動にも重要な影響を与

える．特に熱帯インド洋から太平洋にかけて，大気の季節内変動の中でも最も強いマッデ

ン・ジュリアン振動が存在する．この大気の季節内変動が海洋の季節内変動を駆動する一

方，海洋中の不安定性などによって，大気から海洋への強制によらず海洋に季節内変動が

生じることも知られている．前者の大気の影響は，局所的な影響に加えて，遠方から海洋

波動として伝播する影響も有り得る．  

このような背景の下に，本論文は東部赤道インド洋における海洋の季節内変動の成因

について，研究を行ったものである．海洋季節内変動は，海洋の内在的な変動および，

風応力に代表される大気強制に対する遠隔的また局所的な強制応答によって生じる．こ

れらの成因について，領域海洋数値モデルROMS (Regional Ocean Modelling System)を用

いて，一連の数値実験を行った．まず，異なる初期値を用いる実験を比較することで，

内在的変動と大気強制による変動の寄与を見積もった．その結果，表面水温には赤道か

ら北インド洋で大気強制による変動が支配的であり，南インド洋で内在的な変動が支配

的である一方，生物活動に重要な亜表層では，内在的変動が重要な領域が拡大し，強制

による変動が支配的であるのは東インド洋赤道域および東岸付近のみであることが明

らかになった．また，風応力に対する遠隔的また局所的な強制応答について,数値モデル

を駆動する風応力の季節内変動を特定の領域でのみ保持し，他の領域では抑制すること

で，異なる領域における風応力の効果を評価した．その結果，東インド洋の季節内変動

には，主として東インド洋の風応力が重要であるものの，100 m以深において西インド

洋からの遠隔強制も重要な役割を果たしていることが明らかになった． 

これらの結果は，インド洋における季節内変動の成因について重要な貢献である．

よって本論文は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める． 


